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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第32期
第３四半期
連結累計期間

第33期
第３四半期
連結累計期間

第32期
第３四半期
連結会計期間

第33期
第３四半期
連結会計期間

第32期

会計期間

自  平成21年
     ２月１日
至  平成21年
     10月31日

自  平成22年
  　 ２月１日至
  平成22年
     10月31日

自  平成21年
    ８月１日
至  平成21年
     10月31日

自  平成22年
     ８月１日
至  平成22年
     10月31日

自  平成21年
     ２月１日
至  平成22年
     １月31日

売上高 (千円) 1,664,5492,280,212611,051841,3592,397,209

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) △200,948139,941△37,822 63,767△168,245

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失（△）

(千円) △210,382116,714△38,888 40,739△153,030

純資産額 (千円) ― ― 2,153,4002,302,2382,195,766

総資産額 (千円) ― ― 4,030,8714,281,0613,966,668

１株当たり純資産額 (円) ― ― 302.78 325.39 310.94

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期(当期)
純損失（△）

(円) △29.52 16.53 △5.47 5.76 △21.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― 15.77 ― 5.56 ―

自己資本比率 (％) ― ― 53.4 53.8 55.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 212,906484,911 ― ― 111,186

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △307,012△95,687 ― ― △391,559

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 262,043 68,436 ― ― 202,176

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 387,648596,779142,603

従業員数 (名) ― ― 104 97 103

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  第32期第３四半期連結累計(会計)期間及び第32期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益について

は、１株当たり四半期(当期)純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年10月31日現在

従業員数(名) 97〔 9〕

(注) １  従業員数は就業人員であります。

２  従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年10月31日現在

従業員数(名) 97〔 9〕

(注) １  従業員数は就業人員であります。

２  従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループの生産・販売品目は広範囲かつ多種多様であり、同種の製品であっても、その容量、構造、

形式、用途等は必ずしも一様ではないことから、記載しておりません。

　
(2) 受注実績

生産実績と同様の理由に加え、受注生産形態をとらない製品が多いことから、記載しておりません。

　
(3) 販売実績

      「第一部  企業情報  第２  事業の状況  ４  財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析  (1) 経営成績の分析」に記載のとおりであります。なお、主要な販売先及び当該販売実績の総販売

実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

TOPCO Scientific Co., Ltd.86,926 14.2 159,548 19.0

日本エア・リキード㈱ 142,098 23.3 142,024 16.9

ソーラーフロンティア㈱ ― ― 92,640 11.0

(注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　前第３四半期連結会計期間におけるソーラーフロンティア㈱に対する販売実績は、総販売実績に対す
る割合が10％未満であるため記載を省略しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。　
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、円高等の影響を受け、雇用情勢等におきましても引

き続き厳しい状況ではあったものの、他方では中国及びアジア諸国を中心とした新興国の成長に牽引さ

れ、輸出を中心に緩やかな持ち直しが見られる状況にありました。

当社グループの主要な販売先であります半導体業界におきましても、主に中国を中心とするアジア地

域に向けた輸出増や、エコロジー関連の各種経済対策の効果等により、デジタル家電、パソコン、自動車な

どに向けた需要が堅調に推移いたしました。

このような状況下、当社グループにおきましては、開発力の強化に努めるとともに、太陽電池、光ファイ

バー等、半導体以外の分野への材料拡販にも注力いたしました。併せて、生産性の向上及び経費の削減等、

更なる経営の効率化にも努めてまいりました。

　その結果、売上高は841,359千円（前年同期比37.7％増）となり、営業利益は81,104千円（前年同期は

29,573千円の損失）、経常利益は63,767千円（同37,822千円の損失）、四半期純利益は40,739千円（同

38,888千円の損失）となりました。

なお、販売実績にかかる所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

日本におきましては、国内ユーザーのみならず、アジア地域のユーザーに向けても販売量が増加いた

しました。一方、利益面におきましても、円高の影響はあったものの、引き続き原価圧縮、経費削減に取

り組んでまいりました結果、売上高は803,737千円（前年同期比38.8％増）となり、営業利益は78,808

千円（前年同期は31,261千円の損失）となりました。

②北米

北米地域におきましては、米国子会社TCLC, INC.の同地域における販売が堅調に推移いたしました。

その結果、売上高は37,621千円（前年同期比16.9％増）となり、営業利益は3,221千円（同132.6％増）

となりました。

　
(2) 財政状態の分析

(流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末比430,756千円増加し、

2,176,974千円となりました。その主な要因は、現金及び預金が増加したことによるものであります。

(固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、同116,362千円減少し、2,104,087千円となり

ました。その主な要因は、減価償却が進んだことにより有形固定資産の残高が減少したことによるもので

あります。

(流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、同232,349千円増加し、1,625,573千円となり

ました。その主な要因は、運転資金の調達により短期借入金が増加したこと、原材料等の仕入に伴い買掛

金が増加したこと、賞与引当金が増加したことによるものであります。

(固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、同24,427千円減少し、353,250千円となりま

した。その主な要因は、長期借入金の減少によるものであります。
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(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、同106,472千円増加し、2,302,238千円となりま

した。その主な要因は、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連

結会計期間末に比べ48,185千円増加し、596,779千円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は135,874千円（前年同期は119,133千円の支出）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益の計上63,767千円、減価償却費63,583千円、仕入債務の増加額58,488千

円等のプラス要因が、売上債権の増加額91,470千円等のマイナス要因を上回ったことによるものであり

ます。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果支出した資金は43,592千円（前年同期比26,642千円の支出の増加）となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出43,292千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果支出した資金は42,352千円（同4,239千円の支出の増加）となりました。これは主に、

長期借入金の返済による支出41,588千円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は64,419千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,240,000

計 27,240,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年12月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,160,160 7,160,160
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
100株

計 7,160,160 7,160,160 ― ―

(注)  大阪証券取引所（ニッポン・ニュー・マーケット―「ヘラクレス」）は、平成22年10月12日付で、新たに開設

された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）であります。
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(2) 【新株予約権等の状況】

当社は、平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき新株予約権を発行する方法

によるストックオプション制度を採用しております。

当該制度の内容は、次のとおりであります。

① 第２回新株予約権(平成16年12月27日臨時株主総会の特別決議)

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年10月31日)

新株予約権の数(個) 393(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 393,000

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき金200円(注)２

新株予約権の行使期間
平成20年12月28日から 
平成26年12月27日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格    200円 
資本組入額  100円

新株予約権の行使の条件

  新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい
て、当社又は当社子会社の取締役、監査役及び使用人の
地位にあることを要する。
  ただし、任期満了による退任、定年退職の場合及び当
社の取締役会が特別に認めた場合は権利行使をなしう
る。
  新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続は
認めない。
  その他の行使の条件については新株予約権割当契約
による。

新株予約権の譲渡に関する事項
  新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １  新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

    また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×

既発行株式数 ＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数
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② 第３回新株予約権(平成17年８月31日臨時株主総会の特別決議)

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年10月31日)

新株予約権の数(個) 253(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 253,000

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき金200円(注)２

新株予約権の行使期間
平成21年９月１日から 
平成27年８月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格    200円 
資本組入額  100円

新株予約権の行使の条件

  新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい
て、当社又は当社子会社の取締役、監査役及び使用人の
地位にあることを要する。
  ただし、任期満了による退任、定年退職の場合及び当
社の取締役会が特別に認めた場合は権利行使をなしう
る。
  新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続は
認めない。
  その他の行使の条件については新株予約権割当契約
による。

新株予約権の譲渡に関する事項
  新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １  新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

    また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×

既発行株式数 ＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数
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③ 第４回新株予約権(平成18年４月27日定時株主総会の特別決議)

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年10月31日)

新株予約権の数(個) 219(注)１

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 219,000

新株予約権の行使時の払込金額 １株につき金220円(注)２

新株予約権の行使期間
平成22年４月28日から 
平成28年４月27日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額

発行価格    220円 
資本組入額  110円

新株予約権の行使の条件

  新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい
て、当社又は当社子会社の取締役、監査役及び使用人の
地位にあることを要する。
  ただし、任期満了による退任、定年退職の場合及び当
社の取締役会が特別に認めた場合は権利行使をなしう
る。
  新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権の相続は
認めない。
  その他の行使の条件については新株予約権割当契約
による。

新株予約権の譲渡に関する事項
  新株予約権の譲渡については取締役会の承認を要す
る。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注) １  新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。

２  新株予約権発行後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生

ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×
１

分割・併合の比率

    また、時価を下回る価額で新株式の発行又は自己株式の処分を行う場合は、次の算式により払込金額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額×

既発行株式数 ＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整前行使価額

既発行株式数＋新規発行株式数
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年10月31日 ― 7,160,160― 741,682― 642,682

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年７月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式         86,900

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式      7,072,70070,727 同上

単元未満株式 普通株式            560― 同上

発行済株式総数 7,160,160― ―

総株主の議決権 ― 70,727 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
㈱トリケミカル研究所

山梨県上野原市上野原
8154番地217

86,900 ― 86,900 1.21

計 ― 86,900 ― 86,900 1.21

(注)  当第３四半期会計期間末日現在の所有自己株式数は、84,922株であります。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

最高(円) 361 385 410 385 378 365 353 307 268

最低(円) 345 347 358 288 324 308 281 260 243

　(注)  株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所（ニッポン・ニュー・マーケット―「ヘラクレス」）、平成22年

10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年８月１日から平成21年10月31日まで）及び前第３四半期連

結累計期間（平成21年２月１日から平成21年10月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び当第３四半期連結累

計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年８月

１日から平成21年10月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年２月１日から平成21年10月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成22年10

月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間(平成22年２月１日から平成22年10月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 597,282 143,155

受取手形及び売掛金 ※２
 1,222,477

※２
 1,170,843

商品及び製品 23,081 19,591

仕掛品 107,949 92,917

原材料及び貯蔵品 180,806 214,723

その他 47,975 107,756

貸倒引当金 △2,599 △2,770

流動資産合計 2,176,974 1,746,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,081,229 1,075,422

減価償却累計額 △394,675 △354,712

建物及び構築物（純額） ※１
 686,553

※１
 720,710

機械装置及び運搬具 680,115 674,512

減価償却累計額 △340,828 △293,379

機械装置及び運搬具（純額） 339,286 381,132

工具、器具及び備品 847,403 775,582

減価償却累計額 △532,282 △444,872

工具、器具及び備品（純額） 315,120 330,710

土地 ※１
 608,641

※１
 608,641

その他 38,097 30,613

減価償却累計額 △6,254 △2,956

その他（純額） 31,843 27,656

有形固定資産合計 1,981,445 2,068,851

無形固定資産 7,776 12,250

投資その他の資産

その他 119,679 144,689

貸倒引当金 △4,813 △5,342

投資その他の資産合計 114,865 139,347

固定資産合計 2,104,087 2,220,450

資産合計 4,281,061 3,966,668
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 125,399 59,378

短期借入金 ※１, ※３
 1,110,000

※１, ※３
 1,010,000

1年内返済予定の長期借入金 ※１
 160,718

※１
 156,657

未払法人税等 9,831 1,890

賞与引当金 74,811 29,101

その他 144,812 136,196

流動負債合計 1,625,573 1,393,223

固定負債

長期借入金 ※１
 337,720

※１
 368,364

退職給付引当金 2,999 －

その他 12,530 9,313

固定負債合計 353,250 377,677

負債合計 1,978,823 1,770,901

純資産の部

株主資本

資本金 741,682 741,682

資本剰余金 642,682 642,682

利益剰余金 962,502 848,248

自己株式 △22,089 △23,054

株主資本合計 2,324,778 2,209,559

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,020 △4,701

為替換算調整勘定 △13,519 △9,092

評価・換算差額等合計 △22,539 △13,793

純資産合計 2,302,238 2,195,766

負債純資産合計 4,281,061 3,966,668
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
　至 平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
　至 平成22年10月31日)

売上高 1,664,549 2,280,212

売上原価 1,085,391 1,368,223

売上総利益 579,158 911,988

販売費及び一般管理費 ※
 742,229

※
 743,700

営業利益又は営業損失（△） △163,071 168,287

営業外収益

受取利息 151 173

受取配当金 6,600 52

貸倒引当金戻入額 － 832

還付加算金 － 1,621

その他 2,282 961

営業外収益合計 9,034 3,641

営業外費用

支払利息 15,489 14,217

持分法による投資損失 8,238 1,952

減価償却費 19,009 －

為替差損 － 14,404

その他 4,173 1,413

営業外費用合計 46,911 31,988

経常利益又は経常損失（△） △200,948 139,941

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△200,948 139,941

法人税、住民税及び事業税 2,956 10,121

法人税等調整額 6,477 13,104

法人税等合計 9,433 23,226

四半期純利益又は四半期純損失（△） △210,382 116,714
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年８月１日
　至 平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年８月１日
　至 平成22年10月31日)

売上高 611,051 841,359

売上原価 388,836 527,971

売上総利益 222,215 313,387

販売費及び一般管理費 ※
 251,788

※
 232,282

営業利益又は営業損失（△） △29,573 81,104

営業外収益

受取利息 94 86

持分法による投資利益 7,990 －

貸倒引当金戻入額 － 345

その他 532 435

営業外収益合計 8,618 867

営業外費用

支払利息 5,041 4,632

持分法による投資損失 － 4,721

減価償却費 6,392 －

為替差損 4,393 8,065

その他 1,039 785

営業外費用合計 16,867 18,204

経常利益又は経常損失（△） △37,822 63,767

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△37,822 63,767

法人税、住民税及び事業税 944 6,415

法人税等調整額 121 16,612

法人税等合計 1,065 23,028

四半期純利益又は四半期純損失（△） △38,888 40,739
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
　至 平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
　至 平成22年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△200,948 139,941

減価償却費 181,285 189,888

持分法による投資損益（△は益） 8,238 1,952

貸倒引当金の増減額（△は減少） 854 △113

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 2,999

受取利息及び受取配当金 △6,752 △226

支払利息 15,489 14,217

有形固定資産除売却損益（△は益） 3,305 1,189

売上債権の増減額（△は増加） 88,276 △53,178

たな卸資産の増減額（△は増加） 141,467 14,344

仕入債務の増減額（△は減少） 1,419 67,810

未払又は未収消費税等の増減額 33,869 3,702

未収入金の増減額（△は増加） 210 32

未払費用の増減額（△は減少） △597 △613

その他の流動資産の増減額（△は増加） 766 3,143

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,425 52,280

その他 1,244 7,279

小計 266,702 444,653

利息及び配当金の受取額 6,752 226

利息の支払額 △15,222 △14,229

法人税等の支払額 △64,129 △2,369

法人税等の還付額 18,804 56,629

営業活動によるキャッシュ・フロー 212,906 484,911

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △901 △901

有形固定資産の取得による支出 △306,110 △94,477

無形固定資産の取得による支出 － △309

投資活動によるキャッシュ・フロー △307,012 △95,687

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 130,000 －

短期借入金の純増減額（△は減少） － 100,000

長期借入れによる収入 300,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △135,508 △126,583

リース債務の返済による支出 △2,328 △3,462

自己株式の取得による支出 △8,935 △9,695

自己株式の処分による収入 － 8,200

配当金の支払額 △21,184 △22

財務活動によるキャッシュ・フロー 262,043 68,436

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,054 △3,482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 166,883 454,176

現金及び現金同等物の期首残高 220,765 142,603

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 387,648

※
 596,779
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１　前第３四半期連結累計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入

額」（前第３四半期連結累計期間807千円）は、営業外収益の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累

計期間では区分掲記をすることとしました。

２　前第３四半期連結累計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「還付加算金」（前

第３四半期連結累計期間770千円）は、営業外収益の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間で

は区分掲記をすることとしました。

３　前第３四半期連結累計期間において営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」（前第

３四半期連結累計期間371千円）は、営業外費用の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では

区分掲記をすることとしました。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

  前第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローの「短期借入れによる収入」は、当第

３四半期連結累計期間では純額表示である「短期借入金の純増減額（△は減少）」として表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

  前第３四半期連結会計期間において営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「貸倒引当金戻入

額」（前第３四半期連結会計期間250千円）は、営業外収益の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会

計期間では区分掲記をすることとしました。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日)

１　棚卸資産の評価方法

  棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。

２　繰延税金資産の算定方法

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングに、前連結会計年度末以降の経営環境等の変化や一時差異等の発生状況の変動による影響を加味し

たものを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末
(平成22年１月31日)

※１  担保資産及び担保付債務

      担保に供している資産は次のとおりであります。

建物及び構築物 380,599千円

土地 299,581 〃

    合計 680,181千円

※１  担保資産及び担保付債務

      担保に供している資産は次のとおりであります。

建物及び構築物 396,938千円

土地 299,581 〃

    合計 696,520千円

      担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 127,350千円

長期借入金（1年内返済予定の
長期借入金含む）

266,248 〃

    合計 393,598千円

      担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 100,000千円

長期借入金（1年内返済予定の
長期借入金含む）

310,722 〃

    合計 410,722千円

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

受取手形 56,099千円

※２  期末日満期手形の会計処理については、手形交換

日をもって決済処理しております。なお、当連結会計

年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末

日満期手形が、期末残高に含まれております。

受取手形 58,732千円

※３  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引

銀行４行と当座貸越契約を締結しております。契約

に基づく当第３四半期連結会計期間末の借入金未実

行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度額 1,500,000千円

貸出実行残高 1,110,000 〃

差引額 390,000千円

※３  当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引

銀行４行と当座貸越契約を締結しております。契約

に基づく当連結会計年度末の借入金未実行残高等は

次のとおりであります。

当座貸越極度額 1,500,000千円

貸出実行残高 1,010,000 〃

差引額 490,000千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年２月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年10月31日)

※    販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 1,774千円

賞与引当金繰入額 24,233 〃

研究開発費 288,745 〃

※    販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 191千円

賞与引当金繰入額 27,888 〃

退職給付費用 5,337 〃

研究開発費 248,191 〃

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

※    販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 484千円

賞与引当金繰入額 12,047 〃

研究開発費 102,200 〃

※    販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 281千円

賞与引当金繰入額 16,099 〃

退職給付費用 1,789 〃

研究開発費 64,419 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年２月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年10月31日)

※    現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 388,190千円

預入期間３か月超の定期預金 △541 〃

現金及び現金同等物 387,648千円

※    現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 597,282千円

預入期間３か月超の定期預金 △502 〃

現金及び現金同等物 596,779千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年10月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月

１日  至  平成22年10月31日)

　

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,160,160

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 84,922

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)

リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりますが、当四半期連結会計期間末にお

けるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動はありません。
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(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年10月31日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べて著しい変動は

ありません。

　
(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年10月31日)

デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　
(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)

該当事項はありません。

　
(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)

該当事項はありません。

　
(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年８月１日  至  平成21年10月31日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)
　

当社及び連結子会社の事業は、半導体製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一事

業であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　
前第３四半期連結累計期間(自  平成21年２月１日  至  平成21年10月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日)
　

当社及び連結子会社の事業は、半導体製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一事

業であります。従いまして、開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年８月１日  至  平成21年10月31日)
　

　
日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

578,871 32,179 611,051 ― 611,051

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

23,178 ― 23,178 (23,178) ―

計 602,050 32,179 634,230 (23,178)611,051

営業利益又は営業損失(△) △31,261 1,384 △29,876 303 △29,573

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用しております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)
　

　
日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

803,737 37,621 841,359 ― 841,359

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

29,648 ― 29,648 (29,648) ―

計 833,385 37,621 871,007(29,648) 841,359

営業利益 78,808 3,221 82,029 (925) 81,104

(注)  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年２月１日  至  平成21年10月31日)
　

　
日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

1,596,46568,0841,664,549 ― 1,664,549

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

51,148 ― 51,148 (51,148) ―

計 1,647,61468,0841,715,698(51,148)1,664,549

営業損失(△) △162,927 △1,271 △164,198 1,127 △163,071

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用しております。これにより、当第３四半期連結累計期

間の日本における営業損失が9,589千円増加しております。
　

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日)
　

　
日本
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

2,149,926130,2852,280,212 ― 2,280,212

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

107,865 ― 107,865(107,865) ―

計 2,257,792130,2852,388,078(107,865)2,280,212

営業利益 162,197 9,942 172,139 (3,851) 168,287

(注)  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年８月１日  至  平成21年10月31日)
　

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 17,978 151,981 15,746 185,706

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 611,051

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

2.9 24.9 2.6 30.4

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)　北米……米国

(2)　アジア……台湾、中国

(3)　その他の地域……イスラエル、アイルランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)
　

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 19,756 280,448 17,874 318,080

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 841,359

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

2.4 33.3 2.1 37.8

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)　北米……米国

(2)　アジア……台湾、韓国、中国

(3)　その他の地域……イスラエル、アイルランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年２月１日  至  平成21年10月31日)
　

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 34,185 381,858 35,626 451,670

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 1,664,549

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

2.1 22.9 2.1 27.1

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)　北米……米国

(2)　アジア……台湾、中国

(3)　その他の地域……イスラエル、アイルランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月１日  至  平成22年10月31日)
　

　 北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 70,811 689,053 62,269 822,134

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 2,280,212

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

3.1 30.2 2.8 36.1

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)　北米……米国

(2)　アジア……台湾、韓国、中国

(3)　その他の地域……イスラエル、アイルランド

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　
(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年10月31日)

前連結会計年度末
(平成22年１月31日)

　 　

　 325.39円
　

　 　

　 310.94円
　

　
２  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年２月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年10月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △29.52円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、１株当たり四半期純損失であるため記載しており

ません。
 

１株当たり四半期純利益 16.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 15.77円
　

(注)  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年２月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年10月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(千円)

△210,382 116,714

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△210,382 116,714

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 7,126,760 7,059,866

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

  四半期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(株) ― 341,679

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

― ―
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第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △5.47円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、１株当たり四半期純損失であるため記載しており

ません。
 

１株当たり四半期純利益 5.76円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 5.56円
　

(注)  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月１日
  至  平成21年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月１日
  至  平成22年10月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(千円)

△38,888 40,739

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

△38,888 40,739

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 7,112,192 7,073,999

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　 　

  四半期純利益調整額(千円) ― ―

  普通株式増加数(株) ― 251,674

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

― ―

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２１年１２月１１日

株式会社トリケミカル研究所

取 締 役 会 　 御 中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　原 　　勝 彦　　㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　小 林　　 宏　　㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　前 田　隆 夫　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社トリケミカル研究所の平成２１年２月１日から平成２２年１月３１日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間（平成２１年８月１日から平成２１年１０月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平

成２１年２月１日から平成２１年１０月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トリケミカル研究所及び連結子会社

の平成２１年１０月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２２年１２月１３日

株式会社トリケミカル研究所

取 締 役 会 　 御 中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　原 　　勝 彦　　㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　小 林　　 宏　　㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士　　前 田　隆 夫　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社トリケミカル研究所の平成２２年２月１日から平成２３年１月３１日までの連結会計年度の第３四半

期連結会計期間（平成２２年８月１日から平成２２年１０月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平

成２２年２月１日から平成２２年１０月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トリケミカル研究所及び連結子会社

の平成２２年１０月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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